
ミナミノカオリ情報

パン用小麦としての品質を確保するために

適切な実肥施用を徹底しましょう

施用時期 開花期（目安:出穂10日後）

施用量 輸入尿素 10～15kg/10a

【注意点・管理のポイント】

◆基肥一発肥料の場合でも実肥の施用は必須です

◆10月中に播種したほ場では、初期生育が旺盛で、
葉色が淡くなっている場合があるため、
施用量を輸入尿素15kg/10aに増やしましょう

◆排水不良ほ場では根の伸長が不十分となって、
登熟不良につながるため、溝さらえなどの排水対策を
改めて実施しましょう
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実肥量不足・実肥なしの生産者は
明らかにタンパク質含有率が低い！
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